
谷
川
流
『
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
憂
鬱
』
シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
物
語
世
界
の
構
成 横

濱 

雄
二 

   

は
じ
め
に 

  

現
在
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
、
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
を
中
心
と
す
る
サ
ブ
カ

ル
チ
ャ
ー
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
ほ
か
に
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
、
Ｃ
Ｄ
（
音

楽
、
ド
ラ
マ
）
、
実
写
映
画
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
、
関
連
書
籍

（
資
料
集
、
ス
ピ
ン
オ
フ
な
ど
）
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
（
フ
ィ
ギ

ュ
ア
な
ど
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
展
開
が
一
つ
の
作
品
に
関
し
て

行
わ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
が
盛
ん
で
あ
る
。 

 

本
稿
は
『
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
憂
鬱
』
に
始
ま
る
谷
川
流
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ

ル
「
ハ
ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
長
編
作
品
を
題
材
と
し
、
メ
デ
ィ
ア

ミ
ッ
ク
ス
に
お
け
る
作
品
の
あ
り
方
を
分
析
す
る
た
め
に
、
そ
の
作
品

の
物
語
世
界
に
着
目
す
る
方
法
を
探
究
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

一 

 

 

メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
に
お
け
る
物
語
を
捉
え
る
視
座
に
つ
い
て
は

大
塚
英
志
の
提
唱
し
た
「
物
語
消
費
」
が
先
駆
的
業
績
で
あ
り
、
東
浩

紀
は
そ
れ
を
受
け
て
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
消
費
」
を
提
唱
し
た
（
大
塚
二

〇
〇
一
、
同
二
〇
〇
三
、
東
二
〇
〇
一
、
同
二
〇
〇
七
）
。
近
年
、
三

原
龍
太
郎
は
両
者
の
議
論
を
一
般
化
し
、
「
世
界
観
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と

し
て
整
理
し
て
い
る
（
三
原
二
〇
一
〇
）
。 

 

こ
の
う
ち
、
『
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
憂
鬱
』
シ
リ
ー
ズ
を
と
り
あ
げ
た
三

原
の
理
論
の
う
ち
、
本
稿
の
関
心
と
重
な
る
も
の
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

三
原
に
よ
れ
ば
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
要
素
か
ら

な
る
「
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
「
文
化
要
素
」
が
、
「
生
来
的
・
土

着
的
に
属
し
て
い
た
人
々
の
集
団
や
一
定
の
地
理
的
地
域
か
ら
は
切
り

離
さ
れ
て
」（
三
原
、
七
三
頁
）
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
文
化
要
素

を
組
み
合
わ
せ
て
、
一
つ
の
作
品
に
つ
い
て
「
世
界
観
」
「
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
」
「
設
定
」
と
い
う
三
概
念
が
形
成
さ
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ

ィ
ア
で
展
開
さ
れ
る
個
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
全
て
、
世
界
観
な
ど
三
幅



対
概
念
か
ら
派
生
す
る
と
捉
え
ら
れ
る
（
図
１
）
。
こ
の
世
界
観
ア
プ

ロ
ー
チ
の
三
概
念
に
つ
い
て
、
三
原
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。 

 
こ
こ
で
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
と
は
、
創
造
さ
れ
た
世
界
に
登
場
す

る
主
体
の
こ
と
で
あ
る
。
「
設
定
」
と
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち

が
そ
の
中
で
い
き
、
活
動
す
る
（
主
に
客
観
的
な
）
背
景
・
舞
台

等
を
指
す
。
「
世
界
観
」
と
は
、
す
べ
て
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
設

定
が
そ
の
下
に
統

合
さ
れ
て
い
る
世

界
の
シ
ス
テ
ム
全

体
、
と
定
義
で
き
る
。

世
界
観
は
ま
た
、
そ

の
世
界
の
ク
リ
エ

イ
タ
ー
た
ち
が
当

該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
じ
て
表
現
し

よ
う
と
す
る
主
観

的
な
意
図
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
（
作
者
意
図
）

も
含
む
。
（
同
七
七

頁
） 

  

こ
の
三
概
念
は

文
化
産
業
に
お
け
る
慣
習
や
、
自
ら
も
作
り
手
で
あ
る
大
塚
英
志
の
議

論
を
参
照
し
て
い
る
が
、
設
定
と
世
界
観
の
相
違
が
明
ら
か
で
は
な
く
、

ま
た
、
物
語
内
容
の
水
準
で
あ
る
「
世
界
の
シ
ス
テ
ム
全
体
」
と
、
作

り
手
の
水
準
に
あ
る
「
主
観
的
な
意
図
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
混
在
し
て

い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
設
定
と
世
界
観
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
、
そ

の
う
ち
物
語
内
容
の
水
準
に
お
け
る
「
世
界
の
シ
ス
テ
ム
全
体
」
を
、

「
物
語
世
界
」
と
し
て
把
握
す
る
。 

 

こ
こ
で
、
物
語
世
界
と
物
語
内
で
具
体
的
に
提
示
さ
れ
る
事
物
と
の

関
係
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
ア
ニ
メ
『
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
憂
鬱
』

の
演
出
を
務
め
た
山
本
寛
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
以
下
の
よ
う
に

発
言
し
て
い
る
。 

 

山
本
：（
略
）
そ
こ
に
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
コ
ン
セ
プ
ト
が
浮

上
し
ま
し
て
。
そ
れ
が
「
超
監
督 

涼
宮
ハ
ル
ヒ
」
。
も
し
ハ
ル

ヒ
が
、
こ
の
作
品
の
監
督
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
だ
ろ
う
。
そ
う
い

う
ふ
う
に
ハ
ル
ヒ
様
の
御
心
を
考
え
て
い
く
と
…
…
。
（
コ
ン
プ

テ
ィ
ー
ク
二
〇
〇
六
、
八
三
頁
） 

  

三
原
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、
「
ハ
ル
ヒ
」
の
世
界
観
の
全
体
像
を
説
明

す
る
「
メ
タ
フ
ァ
ー
的
な
『
超
監
督
涼
宮
ハ
ル
ヒ
』
」
の
存
在
を
指
摘

し
て
い
る
。 

 
ア
ニ
メ
版
「
ハ
ル
ヒ
」
の
制
作
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ

文化要素

•文化のグローバルデータベース

•「萌え要素」は文化要素の一類型

三概念

•世界観：世界の主観的な見方（キャラクター、創作者）

•設定：世界・キャラクターに関する客観的な情報

•キャラクター：想像された世界に登場する主体

シミュラー
クル

•各メディア（個別のエピソード）

•アニメ・マンガ・小説・ＣＤ・キャラクターグッズなど

図 1 世界観アプローチ（筆者による概念図） 



は
「
ハ
ル
ヒ
」
の
世
界
観
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
に
、
そ
れ

を
一
言
で
説
明
す
る
メ
タ
フ
ァ
ー
的
な
「
超
監
督
涼
宮
ハ
ル
ヒ
」

と
い
う
キ
ー
フ
レ
ー
ズ
を
共
有
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
は

メ
タ
テ
ク
ス
ト
的
に
涼
宮
ハ
ル
ヒ
本
人
が
ア
ニ
メ
版
「
ハ
ル
ヒ
」

の
（
超
）
監
督
で
あ
る
と
仮
定
し
、
あ
た
か
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
団
の
メ
ン

バ
ー
が
彼
女
の
命
令
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
、
「
ハ

ル
ヒ
」
制
作
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
、
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
指
示
に
従
っ
て

「
ハ
ル
ヒ
」
を
制
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
半
ば
本
気
で
考

え
て
い
た
よ
う
だ
。（
三
原
、
一
三
三
頁
） 

  

三
原
は
物
語
世
界
と
作
者
意
図
を
区
分
し
て
お
ら
ず
、
こ
こ
で
も
両

者
は
混
在
し
て
い
る
の
だ
が
、
見
る
べ
き
は
「
超
監
督
涼
宮
ハ
ル
ヒ
」

が
物
語
世
界
を
比
喩
的
に
表
象
す
る
と
い
う
観
点
で
あ
る
。 

 

一
方
、
大
石
和
久
は
そ
の
北
海
道
映
画
論
の
な
か
で
、
以
下
の
よ
う

に
映
画
の
表
象
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。 

 

要
す
る
に
、
「
動
く
絵
は
が
き
」
の
よ
う
な
映
画
は
「
ポ
プ
ラ
並

木
、
牧
場
、
時
計
台
」
な
ど
の
北
海
道
に
特
徴
的
な
部
分
を
取
り

上
げ
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
北
海
道
全
体
を
代
表
さ
せ
る
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
れ
は
北
海
道
の
換
喩
的
な
（
あ
る
い
は
よ
り
厳
密
に
は

提
喩
的
な
）
表
象
で
あ
る
、
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
…
…
中
略
…

…
換
喩
的
表
象
は
、
北
海
道
の
一
部
分
を
取
り
上
げ
る
に
過
ぎ
な

い
の
だ
か
ら
、
必
然
的
に
そ
の
他
の
部
分
は
隠
蔽
さ
れ
る
。
と
い

う
こ
と
は
、
結
局
、
北
海
道
の
全
体
的
な
あ
り
方
は
、
こ
の
よ
う

な
表
象
形
態
に
お
い
て
は
隠
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
換
喩
的
表
象
は
隠
蔽
装
置
と
し
て
も
機
能
す
る
。
（
大
石
、

五
〇
頁
） 

 

映
像
に
は
必
ず
枠
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
映
画
の
中
の
北
海
道
は

枠
取
ら
れ
た
も
の
、
つ
ま
り
枠
に
よ
っ
て
切
り
取
ら
れ
た
も
の
に

な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
北
海
道
を
撮
影
す
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の

一
部
分
を
枠
で
切
り
取
り
、
示
す
と
い
う
こ
と
で
し
か
あ
り
え
な

い
の
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、
北
海
道
の
表
象
が
換
喩
的
で
あ
る
こ

と
は
む
し
ろ
必
然
で
あ
る
、
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。（
同

五
一
頁
） 

 

換
喩
的
表
象
は
北
海
道
を
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
イ
メ
ー
ジ
に
閉

じ
込
め
か
ね
な
い
が
、
新
し
い
視
角
か
ら
の
枠
取
り
は
、
普
段
は

見
過
ご
さ
れ
て
い
る
北
海
道
を
開
示
す
る
装
置
と
し
て
も
機
能

す
る
の
で
あ
る
（
同
五
二
―
五
三
頁
） 

  

大
石
の
指
摘
は
北
海
道
映
画
の
み
な
ら
ず
、
文
字
や
マ
ン
ガ
な
ど
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
他
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
拡
張
可
能
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ

で
三
原
に
戻
る
と
、
涼
宮
ハ
ル
ヒ
と
い
う
登
場
人
物
は
、
「
ハ
ル
ヒ
」

シ
リ
ー
ズ
の
物
語
世
界
を
換
喩
的
に
表
象
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う

一

。 



 

さ
ら
に
大
石
は
映
画
の
換
喩
的
表
象
の
隠
蔽
装
置
と
し
て
の
側
面

と
そ
の
可
能
性
と
を
指
摘
す
る
。
画
面
に
映
る
具
体
的
な
事
物
（
部
分
）

は
画
面
に
映
ら
な
い
全
体
を
想
起
さ
せ
る
が
、
そ
の
全
体
は
覆
い
隠
さ

れ
て
い
る
。
全
体
か
ら
切
り
取
る
部
分
（
換
喩
的
表
象
）
を
別
の
も
の

に
変
更
す
る
と
、
新
し
い
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

い
ま
述
べ
た
こ
と
は
、
以
下
の
二
点
に
要
約
し
う
る
。
第
一
に
、
物

語
の
登
場
人
物
な
ど
の
事
物
は
、
そ
の
属
す
る
物
語
世
界
を
換
喩
的
に

表
象
し
う
る
。
第
二
に
、
そ
の
表
象
は
物
語
世
界
の
全
体
を
提
示
す
る

も
の
で
は
な
く
、
一
部
が
隠
蔽
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
上
記
の
三
原
に
先
立
ち
、
物
語
世
界
の
原
理
に

つ
い
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
（
横
濱
二
〇
〇
九
Ａ
、
加
藤
編
著
二
〇

〇
九
所
収
）。
そ
の
際
は
、
マ
リ
ー
＝
ロ
ー
ル
・
ラ
イ
ア
ン
の
考
察
（
ラ

イ
ア
ン
二
〇
〇
六
）
に
基
づ
き
つ
つ
、
合
理
性
の
原
理
と
ジ
ャ
ン
ル
的

想
像
力
の
原
理
の
二
つ
に
整
理
し
た
。
こ
の
う
ち
前
者
は
、
物
語
世
界

が
そ
の
世
界
の
成
り
立
ち
に
対
し
て
合
理
的
に
、
つ
ま
り
調
和
す
る
よ

う
に
編
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
憂
鬱
』
は

現
代
日
本
の
高
校
を
舞
台
と
し
た
作
品
で
あ
り
、
特
に
作
中
で
描
か
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
世
界
は
現
代
日
本
の
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
世

界
に
ご
く
近
く
、
生
活
や
事
物
を
類
推
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
魔

法
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な
ら
ば
、
異
世
界
の
原
理
が
採
用
さ
れ
、
そ
の
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
の
物
語
世
界
の
地
理
や
歴
史
、
生
態
系
は
現
代
日
本
と
は
大

き
く
異
な
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
諸
要
素
は
互
い
に
調
和
し
て
物
語
世

界
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

後
者
の
ジ
ャ
ン
ル
想
像
力
の
原
理
と
い
う
の
は
、
合
理
性
原
理
の
合

理
性
の
内
容
つ
ま
り
物
語
世
界
の
編
成
の
配
分
は
、
ジ
ャ
ン
ル
を
基
盤

と
す
る
想
像
力
の
型
に
基
づ
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ヤ
マ

グ
チ
ノ
ボ
ル
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
『
ゼ
ロ
の
使
い
魔
』
（
二
〇
〇
四
―
、

Ｍ
Ｆ
文
庫
Ｊ
、
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）
の
物
語
世
界
は
、
登
場
人

物
の
幾
人
か
の
氏
名
が
『
三
銃
士
』
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
近

世
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
基
盤
と
し
て
い
る
。
一
方
で
強
大
な
力
を
持
つ
指

輪
や
魔
法
学
園
が
存
在
す
る
な
ど
、
『
指
輪
物
語
』
や
『
ハ
リ
ー
・
ポ

ッ
タ
ー
』
由
来
の
要
素
も
見
て
と
れ
る
。
つ
ま
り
、『
ゼ
ロ
の
使
い
魔
』

の
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
は
、
魔
法
を
扱
う
学
園
も
の
、
西
欧
の
時
代
劇
、

魔
法
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
い
う
複
数
の
サ
ブ
ジ
ャ
ン
ル
を
包
摂
し
て
い

る
と
把
握
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
の
類
型
は
、

そ
の
作
品
の
置
か
れ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
（
こ
の
場
合
は
日
本
の
ラ
イ
ト

ノ
ベ
ル
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
）
に
大
き
く
依
存
す
る
こ
と
に
な
る

二

。 

 

先
ほ
ど
の
整
理
に
こ
れ
を
第
三
点
と
し
て
加
え
よ
う
。
物
語
世
界
は

な
る
べ
く
そ
の
内
部
の
諸
要
素
を
調
和
す
る
よ
う
に
編
成
さ
れ
る
が
、

そ
の
調
和
の
配
分
は
、
物
語
そ
の
も
の
の
属
す
る
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、「
ハ
ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
ジ
ャ
ン
ル

の
関
係
を
顕
在
化
さ
せ
た
作
品
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
世
界
観
モ
デ
ル

へ
の
批
評
性
も
発
揮
し
て
お
り
、
本
稿
で
題
材
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。

実
の
と
こ
ろ
、
本
稿
の
分
析
は
二
〇
一
〇
年
に
行
っ
た
筆
者
の
口
頭
発

表
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
雑
誌
『
ユ
リ
イ
カ
』
の



総
特
集
「
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
ユ
リ
イ
カ
」
に
お
い
て
、
池
田
純
一
が
同
様

の
指
摘
を
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
引
い
て
お
こ
う
。 

 
Ｓ
Ｏ
Ｓ
団
の
団
員
は
い
ず
れ
も
Ｓ
Ｆ
ジ
ャ
ン
ル
の
テ
ー
マ
を
召

喚
す
る
た
め
の
対
読
者
用
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
と
し
て
あ
る
。
長

門
は
宇
宙
Ｓ
Ｆ
、
朝
比
奈
さ
ん
は
未
来
（
時
間
）
Ｓ
Ｆ
、
小
泉
は

超
能
力
Ｓ
Ｆ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
の
呼
び
出
し
キ
ー
で
あ
る
（
ハ
ル
ヒ

は
創
造
神
、
キ
ョ
ン
は
異
世
界
人
か
も
と
い
う
見
立
て
も
含
ま
れ

る
）
。
背
後
に
は
、
普
遍
テ
ー
マ
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｓ
Ｆ
ジ
ャ

ン
ル
の
物
語
的
想
像
力
が
畳
み
込
ま
れ
て
い
る
。
長
門
有
希
と
い

う
名
は
登
場
人
物
名
で
あ
る
と
同
時
に
、
宇
宙
人
の
隠
語
と
し
て

機
能
す
る
と
い
う
具
合
に
だ
。（
池
田
、
六
〇
頁
） 

  

最
後
の
一
文
は
表
象
の
換
喩
的
性
質
を
指
す
と
思
わ
れ
、
池
田
の
右

の
整
理
は
、
「
ハ
ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ
の
登
場
人
物
と
ジ
ャ
ン
ル
と
を
端

的
に
対
応
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
こ
れ
以
降
の
池
田

の
分
析
は
別
方
向
へ
向
か
い
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
／
ジ
ャ
ン
ル
の
対
応
関

係
が
十
分
生
か
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は

次
章
以
降
、
改
め
て
両
者
の
関
係
を
確
認
し
つ
つ
、
「
ハ
ル
ヒ
」
シ
リ

ー
ズ
の
物
語
世
界
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。 

 

二 

 

 

本
シ
リ
ー
ズ
は
、
キ
ョ
ン
と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
の
男
子
高
校
生
が
、

エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
女
子
高
校
生
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
引
き
起
こ
す
騒

動
に
巻
き
込
ま
れ
て
ゆ
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
一
作
『
憂
鬱
』
で

は
、
高
校
入
学
直
後
の
出
会
い
が
描
か
れ
る
（
以
下
、
作
品
名
と
し
て

題
末
尾
を
略
称
す
る
）
。
ハ
ル
ヒ
は
ク
ラ
ス
の
自
己
紹
介
で
「
た
だ
の

人
間
に
は
興
味
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
中
に
宇
宙
人
、
未
来
人
、
異
世
界

人
、
超
能
力
者
が
い
た
ら
、あ
た
し
の
と
こ
ろ
に
来
な
さ
い
。」（『
憂
鬱
』、

一
一
頁
）
と
公
言
し
、
キ
ョ
ン
の
ほ
か
、
長
門
有
希
、
朝
比
奈
み
く
る
、

古
泉
一
樹
の
三
人
を
半
ば
強
引
に
勧
誘
し
て
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
団
」
な
る
同
好

会
を
結
成
す
る
。 

 

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
長
門
た
ち
三
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
も

っ
て
ハ
ル
ヒ
に
接
近
し
た
こ
と
で
あ
る
。
三
人
は
そ
れ
を
別
々
の
機
会

に
、
ハ
ル
ヒ
本
人
に
で
は
な
く
キ
ョ
ン
に
対
し
て
説
明
す
る
の
だ
が
、

そ
の
中
に
、
彼
ら
の
属
す
る
物
語
世
界
の
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
が
織
り

込
ま
れ
て
い
る
。 

 

ま
ず
、
長
門
有
希
は
「
こ
の
銀
河
を
統
括
す
る
情
報
統
合
思
念
体
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
対
有
機
生
命
体
コ
ン
タ
ク
ト
用
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
・
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
」（
同
一
一
九
頁
）
で
あ
り
、
一
方
ハ
ル
ヒ
は
「
自
分
の

都
合
の
良
い
よ
う
に
周
囲
の
環
境
情
報
を
操
作
す
る
力
が
あ
る
」（
同
一

二
三
頁
）
と
い
う
。
こ
れ
は
宇
宙
を
扱
っ
た
Ｓ
Ｆ
の
サ
ブ
ジ
ャ
ン
ル
に
対

応
し
て
い
る
。
次
に
、
朝
比
奈
み
く
る
は
自
分
が
未
来
人
で
あ
り
、
ハ

ル
ヒ
が
起
こ
し
た
時
空
の
歪
み
が
原
因
で
、
あ
る
時
点
か
ら
過
去
へ
時

間
移
動
が
で
き
な
い
と
述
べ
る
（
同
一
四
五
―
一
四
七
頁
）
。
こ
れ
は



時
間
を
扱
っ
た
Ｓ
Ｆ
（
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
も
の
）
に
対
応
す
る
。
最
後

に
、
古
泉
一
樹
は
超
能
力
者
で
あ
り
、
同
様
の
超
能
力
者
た
ち
と
と
も

に
ハ
ル
ヒ
の
無
意
識
の
抑
圧
が
生
み
出
す
「
閉
鎖
空
間
」
と
い
う
別
世

界
で
、
「
神
人
」
と
呼
ぶ
巨
人
と
戦
っ
て
い
る
。
小
泉
に
よ
れ
は
、
神

人
を
倒
さ
ね
ば
現
在
の
世
界
は
消
滅
す
る
と
い
う
（
同
一
六
三
―
一
六

五
頁
）
。
こ
れ
は
超
能
力
も
の
の
Ｓ
Ｆ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
人

の
登
場
人
物
は
三
つ
の
Ｓ
Ｆ
の
サ
ブ
ジ
ャ
ン
ル
の
換
喩
と
し
て
提
示

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
先
の
池
田
の
論
で
は
換
喩
的
機
能
を
「
対
読
者

用
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
」
、
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
を
「
ア
ー
カ
イ
ブ
」

「
Ｓ
Ｆ
ジ
ャ
ン
ル
の
物
語
的
想
像
力
」
と
呼
ん
で
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
。 

 

一
方
、
キ
ョ
ン
と
ハ
ル
ヒ
の
物
語
世
界
は
、
基
本
的
に
高
校
生
活
を

舞
台
と
す
る
学
園
も
の
の
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
に
基
づ
い
て
い
る
。
日

本
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
作
品
に
例
を
求
め
る
と
、
高
校
生
活
に
Ｓ
Ｆ
と

ラ
ブ
コ
メ
の
融
合
と
し
て
は
高
橋
留
美
子
『
う
る
星
や
つ
ら
』
（
少
年

サ
ン
デ
ー
コ
ミ
ッ
ク
ス
、
小
学
館
、
一
九
七
八
―
八
七
）
が
、
同
じ
く

Ｓ
Ｆ
と
高
校
で
の
奇
妙
な
部
活
動
に
着
目
す
る
と
ゆ
う
き
ま
さ
み
『
究

極
超
人
あ
～
る
』
（
同
、
同
、
一
九
八
五
―
八
七
）
が
想
起
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
「
ハ
ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ
と
は
異
な
り
、
Ｓ
Ｆ
と
学

園
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
固
有
の
配
分
で
一
体
化
し
た
一
つ
の
ジ

ャ
ン
ル
的
想
像
力
に
基
づ
く
物
語
世
界
を
形
成
し
て
お
り
、
前
者
で
は

宇
宙
人
、
後
者
で
は
自
我
を
持
つ
ロ
ボ
ッ
ト
が
高
校
生
活
に
登
場
す
る

も
の
の
、
そ
の
こ
と
自
体
が
物
語
の
中
心
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
一
方
、

「
ハ
ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
高
校
生
活
か
ら
か
け
離
れ
た
Ｓ
Ｆ
的
な

事
象
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
が
物
語
の
中
心
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、

「
ハ
ル
ヒ
」
の
方
が
よ
り
複
雑
な
構
成
を
と
っ
た
作
品
と
い
え
る
。 

 

で
は
、
こ
の
学
園
も
の
の
物
語
世
界
と
Ｓ
Ｆ
の
物
語
世
界
と
を
関
係

づ
け
、
「
ハ
ル
ヒ
」
の
物
語
を
駆
動
す
る
装
置
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
長

門
、
朝
比
奈
、
古
泉
三
者
の
説
明
に
共
通
す
る
の
は
、
ハ
ル
ヒ
が
彼
ら

の
Ｓ
Ｆ
的
物
語
世
界
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
も
の
の
、
ハ
ル
ヒ
自
身
は

そ
れ
を
認
知
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
古
泉
は
「
彼
女
は

ま
だ
自
覚
的
に
神
の
ご
と
き
力
を
発
揮
出
来
は
し
な
い
。
無
意
識
の
う

ち
に
偶
然
そ
の
力
を
行
使
し
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。」（『
憂
鬱
』、
一
六

九
頁
）
と
説
明
し
て
い
る
。
一
方
、
彼
ら
は
キ
ョ
ン
に
対
し
て
自
ら
の

来
歴
を
語
り
、
そ
れ
を
信
じ
る
よ
う
に
求
め
る
。
キ
ョ
ン
は
三
人
の
説

明
を
吟
味
し
、
真
実
か
ど
う
か
判
断
す
る
立
場
に
置
か
れ
る
。
物
語
は
、

ハ
ル
ヒ
が
引
き
起
こ
し
た
何
ら
か
の
不
思
議
な
事
象
に
対
し
、
三
人
の

登
場
人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
仮
説
を
提
起
し
、
キ
ョ
ン
が
そ
れ
ら
を
も
と
に

解
決
を
は
か
る
と
い
う
展
開
を
た
ど
る
。
こ
れ
は
謎
に
対
し
て
論
理
的

解
決
を
与
え
る
と
い
う
、
ミ
ス
テ
リ
の
基
本
的
構
成
と
一
致
す
る
。 

 

仮
説
は
あ
り
う
べ
き
世
界
の
姿
を
示
す
こ
と
で
あ
り
、
論
理
的
解
決

は
仮
説
と
し
て
提
示
さ
れ
た
可
能
世
界
の
一
つ
と
現
実
世
界
と
が
一

致
す
る
こ
と
と
把
握
で
き
る
（
横
濱
二
〇
一
三
）
。
こ
の
可
能
世
界
―

現
実
世
界
の
関
係
を
導
入
す
る
と
、
ハ
ル
ヒ
が
も
た
ら
し
た
謎
に
対
し

て
三
つ
の
可
能
世
界
が
提
示
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
キ
ョ
ン
が
学
園

も
の
の
物
語
世
界
と
の
合
理
性
を
保
つ
解
説
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
最
終
的
な
解
決
を
は
か
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
、
謎
の
発
生



前
と
解
決
後
の
二
つ
の
物
語
世
界
は
厳
密
に
は
異
な
っ
て
い
る
。
学
園

も
の
の
物
語
世
界
は
、
Ｓ
Ｆ
の
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
を
加
え
ら
れ
、
両

者
を
統
合
し
た
新
た
な
物
語
世
界
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
見
方
に
立
つ
と
、
『
憂
鬱
』
は
、
物
語
世
界
を
換
喩
的

に
表
象
す
る
登
場
人
物
の
言
説
と
行
動
に
よ
っ
て
、
学
園
も
の
と
Ｓ
Ｆ

（
の
サ
ブ
ジ
ャ
ン
ル
三
つ
）
の
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
を
配
分
し
、
『
憂

鬱
』
固
有
の
物
語
世
界
を
形
成
す
る
ま
で
の
物
語
と
整
理
で
き
る
。
登

場
人
物
で
表
せ
ば
、
ハ
ル
ヒ
の
物
語
世
界
は
、
長
門
・
朝
比
奈
・
古
泉

の
物
語
世
界
を
含
み
つ
つ
、
最
終
的
に
キ
ョ
ン
の
物
語
世
界
に
よ
っ
て

包
摂
さ
れ
る
。
第
一
に
学
園
も
の
が
存
在
し
、
次
に
三
つ
の
Ｓ
Ｆ
の
サ

ブ
ジ
ャ
ン
ル
が
仮
説
と
し
て
示
さ
れ
、
最
終
的
に
学
園
も
の
を
中
心
に

三
つ
の
Ｓ
Ｆ
サ
ブ
ジ
ャ
ン
ル
を
緩
や
か
に
、
つ
ま
り
対
立
さ
せ
ず
に
包

摂
し
た
新
た
な
物
語
世
界

が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
登
場
人
物
を
行

動
さ
せ
、
あ
る
い
は
物
語

世
界
の
一
連
の
運
動
を
促

す
駆
動
力
と
し
て
、「
謎
―

解
決
」
と
い
う
ミ
ス
テ
リ

の
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
が

働
い
て
い
る
（
図
２
）。 

 

さ
ら
に
付
け
加
え
る
と
、

こ
こ
で
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像

力
の
原
理
は
拡
張
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
物
語
世
界
の
内
部
に
備
え
ら
れ

る
事
物
や
人
物
に
つ
い
て
、
ジ
ャ
ン
ル
を
基
盤
と
し
て
推
測
で
き
る
力

と
い
う
の
が
、
当
初
の
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
の
原
理
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
「
謎
―
解
決
」
は
ミ
ス
テ
リ
の
典
型
的
な
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
の

型
で
あ
る
も
の
の
、
具
体
的
な
事
物
で
は
な
く
、
物
語
の
展
開
の
方
向

を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
事
物
で
は
な
く
、
物
語
の
展
開

を
規
定
す
る
よ
う
な
想
像
力
の
あ
り
方
も
ま
た
、
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力

の
一
種
な
の
で
あ
る
。 

 

三 

  

第
二
作
『
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
溜
息
』
で
は
、
ハ
ル
ヒ
た
ち
に
よ
る
自
主

映
画
撮
影
の
模
様
と
、
そ
の
背
後
で
ハ
ル
ヒ
が
無
意
識
に
引
き
起
こ
す

不
思
議
な
事
象
に
翻
弄
さ
れ
る
キ
ョ
ン
た
ち
の
姿
が
描
か
れ
る
。
こ
の

映
画
制
作
と
事
象
と
の
関
係
の
な
か
に
、
い
ま
考
察
し
た
換
喩
的
表
象

と
物
語
世
界
の
構
築
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

ハ
ル
ヒ
は
撮
り
た
い
も
の
を
撮
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
映
画
制
作

を
進
め
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
具
体
的
な
描
写
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

か
ら
出
発
し
世
界
観
へ
至
る
手
法
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

言
い
換
え
る
と
、
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
映
画
作
法
は
、
部
分
と
し
て
の
具
体

的
な
事
物
が
換
喩
と
し
て
指
示
す
る
は
ず
の
全
体
（
つ
ま
り
物
語
世
界
）

を
後
か
ら
構
築
あ
る
い
は
変
更
す
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
事
態
を
、
作

中
で
古
泉
が
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。 

謎

•学園もの

•ハルヒ

仮説

•ＳＦ

•長門・朝比奈・古泉

解決

•学園もの＋ＳＦ

•キョン

図 2 『憂鬱』の物語世界の構成



 

「
お
そ
ら
く
涼
宮
さ
ん
は
、
今
の
状
況
が
楽
し
く
て
し
か
た
が
な

い
の
で
す
よ
。
想
像
力
を
駆
使
し
て
自
分
だ
け
の
映
画
を
撮
る
と

い
う
行
為
が
で
す
。
ま
さ
に
神
の
よ
う
に
振
る
舞
え
ま
す
か
ら
ね
。

…
…
中
略
…
…
映
画
の
中
で
は
彼
女
の
思
う
通
り
に
物
語
は
進

み
ま
す
。
ど
ん
な
設
定
で
あ
っ
て
も
可
能
で
し
ょ
う
。
涼
宮
さ
ん

は
映
画
と
い
う
媒
介
を
利
用
し
て
、
一
つ
の
世
界
を
再
構
築
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
す
」（
『
溜
息
』、
一
七
六
頁
） 

  

こ
こ
で
古
泉
が
問
題
と
し
て
い
る
の
は
、
撮
影
中
に
監
督
の
ハ
ル
ヒ

よ
り
目
か
ら
ビ
ー
ム
（
光
線
兵
器
）
を
出
す
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
朝
比

奈
み
く
る
が
、
映
画
の
特
殊
効
果
と
し
て
で
は
な
く
、
兵
器
と
し
て
十

分
な
破
壊
力
を
有
す
る
不
可
視
の
光
線
を
照
射
し
た
こ
と
で
あ
る
（
同

一
二
七
―
一
四
三
頁
）
。
撮
影
の
際
、
ハ
ル
ヒ
は
光
線
の
存
在
に
気
付

か
な
か
っ
た
も
の
の
、
他
の
登
場
人
物
に
は
衝
撃
的
な
事
態
で
あ
っ
た

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
撮
影
場
所
で
あ
る
神
社
の
境
内
に

い
る
鳩
が
す
べ
て
白
鳩
に
変
わ
り
、
桜
が
狂
い
咲
き
や
言
葉
を
話
す
猫

な
ど
、
ハ
ル
ヒ
の
気
付
か
な
い
と
こ
ろ
で
映
画
制
作
に
都
合
の
良
い
事

象
が
発
生
す
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
古
泉
は
「
涼
宮
さ
ん
の
映
画
内
設

定
が
世
界
の
常
識
と
し
て
固
定
さ
れ
る
恐
れ
が
出
て
き
た
」
（
同
二
二

九
頁
）
と
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ハ
ル
ヒ
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
持
つ
（
超
）
能
力
が
、
彼
女
た
ち
の
制
作
し
て
い
る
映
画
内
の
物
語

世
界
の
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
と
、
映
画
外
の
物
語
世
界
の
ジ
ャ
ン
ル
的

想
像
力
と
を
交
錯
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
ま
で
で
明
ら
か
で
あ
る
が
、
『
溜
息
』
は
『
憂
鬱
』
を
引
き
継

ぎ
つ
つ
、
物
語
世
界
の
操
作
可
能
性
を
明
示
し
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
も
、
作
中
で
古
泉
が
説
明
を
加
え
て
い
る
。 

 

「
で
は
涼
宮
さ
ん
の
映
画
が
ど
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
の
も
の
に

な
る
の
か
、
そ
れ
を
決
定
づ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
」 

 

さ
あ
、
ま
た
こ
い
つ
は
わ
け
の
解
ら
な
い
こ
と
を
言
い
出
す
つ
も

り
だ
ぞ
。 

 

「
物
語
の
構
造
は
大
ま
か
に
分
け
て
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
物
語
世
界
の
枠
組
み
の
中
で
進
む
か
、
枠
組
み
を
破
壊

し
て
新
た
な
枠
組
み
を
作
り
上
げ
る
か
、
破
壊
し
た
枠
組
み
を
ま

た
元
通
り
に
直
し
て
し
ま
う
か
」（
同
二
三
一
頁
） 

  

古
泉
は
映
画
の
ジ
ャ
ン
ル
が
重
要
だ
と
言
い
置
い
て
か
ら
、
物
語
の

展
開
を
、
所
与
の
物
語
世
界
に
と
ど
ま
る
、
新
た
な
物
語
世
界
を
構
築

す
る
、
物
語
世
界
が
一
度
変
化
し
た
後
で
所
与
の
も
の
に
戻
る
と
い
う

三
種
類
に
区
分
す
る
。
差
し
あ
た
り
こ
れ
ら
を
順
に
物
語
世
界
の
「
保

持
」
「
変
容
」
「
回
帰
」
と
名
付
け
よ
う
。
『
溜
息
』
の
展
開
に
即
し
て

考
え
る
と
、
光
線
の
存
在
な
ど
の
事
象
が
あ
る
た
め
、
「
保
持
」
の
余

地
は
な
い
。
第
二
の
「
変
容
」
と
し
て
、
喋
る
猫
を
ど
う
捉
え
る
か
が

古
泉
と
キ
ョ
ン
の
間
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
古
泉
は
「
猫
が
喋
る
な
ん

て
お
か
し
な
こ
と
で
す
か
ら
、
喋
る
猫
の
存
在
を
現
実
化
す
る
に
は
世
界



そ
の
も
の
の
再
構
築
が
必
要
で
す
。
」
と
述
べ
た
う
え
で
、
そ
の
原
理
が

「
Ｓ
Ｆ
的
な
世
界
観
」
に
よ
る
か
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
論
理
」
に
よ
る

か
を
予
想
し
て
い
る
（
同
二
三
四
頁
）。 

 

第
三
の
「
回
帰
」
の
例
と
し
て
、
古
泉
は
本
格
ミ
ス
テ
リ
と
夢
オ
チ

の
二
つ
を
挙
げ
て
い
る
（
同
二
三
七
―
二
三
九
頁
）
。
こ
の
と
き
、
本

格
ミ
ス
テ
リ
で
は
あ
ら
ゆ
る
信
じ
が
た
い
事
象
は
全
て
ト
リ
ッ
ク
と

し
て
説
明
さ
れ
る
た
め
「
我
々
の
現
実
は
変
容
す
る
こ
と
は
な
い
」（
同

二
三
八
頁
）
と
古
泉
は
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
所
与
の
物
語
世
界

の
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
に
合
致
し
た
仮
説
の
み
を
採
用
す
る
と
い
う

意
味
で
、
本
格
ミ
ス
テ
リ
の
論
理
的
解
決
の
一
方
策
に
過
ぎ
な
い
。
つ

ま
り
、
信
じ
が
た
い
現
象
と
い
う
謎
に
対
し
て
、
一
見
す
る
と
超
自
然

的
な
、
言
い
換
え
れ
ば
第
一
の
物
語
世
界
の
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
に
合

致
し
な
い
仮
説
が
提
起
さ
れ
た
と
し
て
も
、
最
終
的
に
第
一
の
ジ
ャ
ン

ル
的
想
像
力
で
説
明
で
き
れ
ば
、
物
語
世
界
は
「
回
帰
」
す
る
こ
と
に

な
る
。 

 

さ
て
、
こ
こ
で
古
泉
の
説
明
を
離
れ
る
必
要
が
あ
る
。
古
泉
は
先
の

三
区
分
の
前
提
と
し
て
、「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」（
制
作
中
の
映
画
の
物
語

世
界
）
と
「
現
実
」（「
ハ
ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ
の
物
語
世
界
）
と
の
差
異

を
重
視
し
て
い
る
（
同
二
三
二
頁
）。
物
語
世
界
が
変
更
さ
れ
な
い
「
保

持
」
か
「
回
帰
」
の
場
合
、
そ
の
物
語
世
界
の
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
と

一
致
す
る
事
物
・
事
象
が
「
現
実
」
で
あ
り
、
一
致
し
な
い
も
の
は
「
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。
喋
る
猫
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
現
実
の
混
同
と

な
り
正
当
化
で
き
な
い
一
方
、
宇
宙
人
な
ど
の
存
在
は
疑
問
視
し
な
い

と
い
う
古
泉
の
見
解
は
、
当
然
な
が
ら
古
泉
自
身
の
存
在
す
る
物
語
世

界
の
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ハ
ル
ヒ
の
認

識
に
よ
っ
て
書
き
換
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
こ
で
言
う

「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
と
「
現
実
」
と
の
差
異
は
強
固
な
も
の
で
は
な
い
。 

 

つ
ま
り
重
要
で
あ
る
の
は
あ
る
事
象
が
そ
れ
の
属
す
る
物
語
世
界

に
と
っ
て
虚
構
的
か
否
か
で
は
な
く
、
所
与
の
物
語
世
界
の
ジ
ャ
ン
ル

的
想
像
力
で
は
包
摂
で
き
な
い
事
象
の
処
理
の
さ
れ
方
で
あ
る
。
事
象

ｘ
を
合
理
的
に
説
明
で
き
る
可
能
世
界
は
、
た
と
え
ば
Ｓ
Ｆ
や
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
の
よ
う
に
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
と
い
く
つ
も
想
定
で
き
る
。
そ
し
て

ｘ
が
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
い
ず
れ
か
に
お
い
て
「
論
理
的
解
決
」
を
得
る
と
、
所

与
の
物
語
世
界
Ｍ
に
可
能
世
界
Ａ
の
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
を
加
え
た

新
た
な
物
語
世
界
Ｎ
が
出
現
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

古
泉
は
キ
ョ
ン
に
対
し
、
「
あ
な
た
の
現
実
認
識
は
、
一
年
前
と
今
で

は
す
で
に
違
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
よ
」
（
同
二
三
三
―
二

三
四
頁
）
と
指
摘
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

 

同
じ
こ
と
を
事
象
ｘ
に
着
目
し
て
述
べ
る
と
、
ｘ
の
説
明
と
し
て
Ａ

が
採
用
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
Ａ
と
所
与
の
物
語
世
界
Ｍ
と
の
間
で
合
理

性
の
原
理
が
発
揮
さ
れ
、
新
た
な
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
Ｍ
・
Ａ

か
ら
な
る
物
語
世
界
Ｎ
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
ｘ
の
処

理
に
よ
っ
て
Ｍ
が
Ｎ
に
変
容
す
る
こ
と
を
示
す
。
つ
ま
り
、
換
喩
的
表

象
の
操
作
に
よ
っ
て
、
物
語
世
界
は
変
容
す
る
の
で
あ
る
（
図
３
）。 



 

『
溜
息
』
で
は
、『
憂
鬱
』

で
構
築
さ
れ
た
物
語
世
界

に
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
的
想

像
力
を
付
与
す
る
の
で
は

な
く
、
映
画
制
作
以
前
の
物

語
世
界
を
「
保
持
」
す
べ
く
、

キ
ョ
ン
や
古
泉
た
ち
が
奔

走
す
る
。
具
体
的
に
は
、
完

成
し
た
映
画
の
最
後
に
ハ

ル
ヒ
が
以
下
の
ナ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
入
れ
る
こ
と
で
、
自

分
自
身
の
物
語
世
界
と
映

画
内
の
物
語
世
界
と
を
、
古
泉
の
区
分
に
沿
っ
て
「
現
実
」
と
「
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
」
に
振
り
分
け
る
の
で
あ
る
。 

 

『
こ
の
物
語
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
実
在
す
る
人
物
、
団
体
、

事
件
そ
の
他
の
固
有
名
詞
や
現
象
な
ど
と
は
何
の
関
係
も
あ
り

ま
せ
ん
。
嘘
っ
ぱ
ち
で
す
。
ど
っ
か
似
て
い
た
と
し
て
も
そ
れ
は

た
ま
た
ま
偶
然
で
す
。
他
人
の
そ
ら
似
で
す
。
（
中
略
）
ね
え
、

キ
ョ
ン
。
何
で
こ
ん
な
こ
と
言
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
よ
。
あ
た

り
ま
え
じ
ゃ
な
い
の
』
（
同
二
六
九
頁
） 

  

ハ
ル
ヒ
の
「
あ
た
り
ま
え
」
と
い
う
言
葉
は
、
物
語
世
界
の
合
理
性

の
原
理
を
表
し
て
い
る
。
当
然
の
事
物
は
物
語
世
界
の
ジ
ャ
ン
ル
的
想

像
力
に
従
う
も
の
と
推
定
さ
れ
る
た
め
、
こ
と
さ
ら
描
か
れ
る
こ
と
は

な
い
。
ハ
ル
ヒ
の
宣
言
す
る
、
映
画
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が

当
然
の
物
語
世
界
は
、
読
者
の
暮
ら
す
世
界
に
近
接
す
る
学
園
も
の
の

物
語
世
界
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
映
画
制
作
に
端
を
発
し
た
ジ

ャ
ン
ル
的
想
像
力
の
交
錯
と
い
う
事
態
は
収
束
す
る
の
で
あ
る
。 

 

『
溜
息
』
で
は
、
『
憂
鬱
』
で
成
立
し
た
「
ハ
ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ
固

有
の
物
語
世
界
に
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
に
よ
っ
て
説
明
で
き
な

い
換
喩
的
表
象
が
現
れ
、
そ
の
表
象
を
ど
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像

力
に
よ
っ
て
解
決
さ
せ
る
か
が
物
語
の
展
開
を
促
し
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
最
終
的
に
は
『
憂
鬱
』
の
物
語
世
界
を
「
保
持
」
す
る
こ
と
と

な
る
。
一
方
、
『
憂
鬱
』
は
先
述
の
と
お
り
学
園
も
の
に
Ｓ
Ｆ
が
配
分

さ
れ
た
固
有
の
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
に
よ
る
物
語
世
界
を
構
築
し
て

い
る
。
両
作
品
と
も
、
表
象
の
意
味
づ
け
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
の
配
分
が
変
更
さ
れ
、
物
語
世
界
も
ま
た
そ
れ
に

応
じ
て
再
構
築
さ
れ
る
と
い
う
構
造
を
露
呈
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

四 

  

「
ハ
ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
特
に
『
消
失
』
以
降
の
長
編
で
、
登

場
人
物
の
心
理
的
成
長
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
『
消
失
』

で
は
、
長
門
有
希
が
自
分
で
も
理
解
し
か
ね
る
エ
ラ
ー
の
た
め
世
界
を

再
構
築
し
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
団
の
誰
も
特
別
な
能
力
を
持
た
な
い
世
界
、
す
な

Ｍ

•所与の物語世界

•事象xを含まない（謎）

Ａ

•ジャンル的想像力

•事象xを含む（仮説）

•B,C,D…と無数にありうる

Ｎ

•新しい物語世界（解決）

•Ｎ＝Ｍ・Ａ

図 3 物語世界の「変容」 



わ
ち
単
純
な
学
園
も
の
の
物
語
世
界
へ
と
キ
ョ
ン
を
移
動
さ
せ
る
。 

 

 
俺
に
は
解
る
。 

 
長
門
が
自
分
で
も
理
解
で
き
な
い
異
常
動
作
の
引
き
金
が
何

だ
っ
た
の
か
。
積
も
り
積
も
っ
た
エ
ラ
ー
デ
ー
タ
と
や
ら
が
何
な

の
か
。 

 

そ
れ
は
思
い
っ
き
り
ベ
タ
な
シ
ロ
モ
ノ
な
ん
だ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

通
り
に
し
か
動
け
な
い
は
ず
の
人
工
知
能
で
も
、
そ
ん
な
回
路
が

入
っ
て
い
な
い
ロ
ボ
ッ
ト
で
も
、
時
を
経
た
ら
そ
い
つ
を
持
つ
よ

う
に
な
る
の
が
パ
タ
ー
ン
な
ん
だ
。
お
前
に
は
解
る
ま
い
。
だ
が

俺
に
は
解
る
こ
と
だ
。
た
ぶ
ん
ハ
ル
ヒ
に
も
。 

 

俺
は
長
門
の
困
惑
し
た
顔
を
心
ゆ
く
ま
で
観
察
し
た
。
文
芸
部

員
の
儚
い
女
子
生
徒
は
、
居
心
地
が
悪
そ
う
に
立
ち
つ
く
す
の
み

だ
っ
た
。
そ
の
今
に
も
消
え
入
り
そ
う
な
姿
に
俺
は
心
中
で
語
り

か
け
る
。 

 

―
そ
れ
は
な
長
門
。
感
情
っ
て
ヤ
ツ
な
ん
だ
よ
。 

（
中
略
） 

 

バ
グ
だ
と
？ 

エ
ラ
ー
だ
？ 

 

う
る
せ
え
。
そ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
ね
え
。 

 

こ
れ
は
長
門
の
望
み
だ
。
こ
う
い
う
普
通
の
世
界
を
、
長
門
は

望
ん
だ
の
だ
。（
『
消
失
』、
二
〇
八
―
二
〇
九
頁
） 

  

引
用
の
と
お
り
、
キ
ョ
ン
は
そ
の
エ
ラ
ー
を
「
感
情
」
と
し
て
肯
定

的
に
捉
え
て
お
り
、
こ
れ
以
降
も
長
門
の
み
な
ら
ず
他
の
登
場
人
物
の

変
化
を
も
「
成
長
」
と
し
て
肯
定
的
に
言
及
す
る
。
『
消
失
』
に
続
く

長
編
『
陰
謀
』
で
は
、
た
と
え
ば
以
下
の
よ
う
な
述
懐
が
見
ら
れ
る
。 

 

 

今
の
朝
比
奈
さ
ん
が
ど
こ
ま
で
気
づ
い
た
か
は
解
ら
な
い
が
、

古
泉
の
言
う
と
お
り
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
団
の
連
中
は
全
員
が
少
し
ず
つ
変

化
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
…
…
中
略
…
… 

 

―
宇
宙
人
、
未
来
人
、
異
世
界
人
、
超
能
力
者
が
い
た
ら
、

あ
た
し
の
と
こ
ろ
ま
で
来
な
さ
い
。 

 

―
宇
宙
人
や
未
来
人
や
超
能
力
者
を
探
し
出
し
て
一
緒
に

遊
ぶ
こ
と
よ
！ 

 

ま
る
で
実
現
し
た
と
知
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。 

 

そ
れ
も
こ
れ
も
全
部
ま
と
め
て
成
長
な
ん
だ
と
思
い
た
い
。 

 

も
っ
と
も
、
俺
が
ど
れ
だ
け
成
長
し
た
か
は
自
分
で
は
解
ら
な

い
が
。（
『
陰
謀
』、
七
八
―
七
九
頁
） 

  

ま
た
、
キ
ョ
ン
は
「
た
っ
た
の
三
日
で
俺
は
郷
愁
を
覚
え
ず
に
い
ら
れ

な
く
な
る
ほ
ど
こ
の
部
室
に
帰
属
意
識
を
持
っ
ち
ま
っ
て
」（
同
一
九
六

頁
）
お
り
、
古
泉
も
ま
た
「
僕
の
所
属
団
体
は
い
ま
や
『
機
関
』
よ
り

も
あ
そ
こ
で
あ
る
と
感
情
が
訴
え
か
け
て
い
る
」（
同
三
七
〇
頁
）
と
述

べ
る
。
Ｓ
Ｏ
Ｓ
団
へ
の
帰
属
意
識
を
持
ち
、
そ
の
中
で
自
分
た
ち
の
成

長
を
実
感
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
宇
宙
人
や
未
来
人
や
超
能
力
者
を

探
し
出
し
て
一
緒
に
遊
ぶ
」
と
い
う
「
ハ
ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ
の
ジ
ャ
ン



ル
的
想
像
力
の
定
着
を
示
し
て
お
り
、
そ
こ
に
「
成
長
」
が
加
え
ら
れ

て
い
る
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
「
ハ
ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ
の
物
語
世
界
は
、

固
有
の
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
と
し
て
安
定
し
つ
つ
、
さ
ら
に
変
化
し
て

い
る
と
い
え
る
。 

 

一
方
、
『
憂
鬱
』
に
お
い
て
、
学
園
も
の
の
物
語
世
界
に
帰
着
す
る

た
め
に
は
キ
ョ
ン
か
ら
ハ
ル
ヒ
に
キ
ス
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、

恋
愛
も
ま
た
「
ハ
ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
部
と
捉
え
ら
れ
る
。『
陰
謀
』

の
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
の
ひ
と
つ
が
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
こ
れ
に
加
え
て
も
よ
い
だ
ろ

う
。
『
陰
謀
』
に
続
く
長
編
の
『
分
裂
』
で
は
、
キ
ョ
ン
の
中
学
時
代

の
親
友
で
あ
る
佐
々
木
と
い
う
少
女
が
登
場
し
、
ハ
ル
ヒ
は
仲
の
良
い

二
人
を
見
て
表
面
上
平
静
を
保
つ
も
の
の
、
内
心
の
動
揺
が
閉
鎖
空
間

の
頻
発
と
し
て
現
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
明
白
な
か
た
ち
で
は
な
い

も
の
の
、
恋
愛
も
ま
た
「
ハ
ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ
に
含
ま
れ
て
い
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
成
長
、
恋
愛
と
も
に
「
ハ
ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ
の
固
有
の

ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
と
排
他
的
な
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
本
稿
の

前
半
で
言
及
し
た
『
う
る
星
や
つ
ら
』
の
よ
う
に
、
学
園
も
の
と
恋
愛

（
ラ
ブ
コ
メ
）
は
よ
く
見
ら
れ
る
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
恋
愛
と
人
格

的
成
長
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
「
ハ
ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ
は
総
じ
て
、
学
園

も
の
に
Ｓ
Ｆ
を
加
え
た
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
に
基
づ
く
物
語
世
界
を

構
築
し
て
い
る
。
そ
し
て
物
語
を
展
開
さ
せ
る
駆
動
力
と
し
て
、
個
々

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
ミ
ス
テ
リ
の
「
謎
―
解
決
」
が
採
用
さ
れ
つ
つ
、

シ
リ
ー
ズ
を
通
じ
て
成
長
と
恋
愛
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

五 

  

と
こ
ろ
で
、
『
分
裂
』
と
続
編
『
驚
愕
』
前
後
編
は
、
α
と
β
と
い

う
二
つ
の
パ
ー
ト
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
両
者
は
同
じ
時
間
軸
で
あ
り

な
が
ら
、
登
場
人
物
が
異
な
る
行
動
を
と
る
別
個
の
物
語
世
界
で
あ
る
。

た
と
え
ば
『
分
裂
』
の
α
で
、
キ
ョ
ン
は
日
曜
日
に
「
孤
独
を
満
喫
し

て
ダ
ラ
ダ
ラ
す
る
う
ち
に
日
が
暮
れ
て
い
た
」
（
同
一
七
五
頁
）
と
あ

る
が
、
β
で
は
朝
早
く
に
起
き
出
し
、
佐
々
木
お
よ
び
彼
女
に
接
近
し

た
宇
宙
人
、
未
来
人
、
超
能
力
者
ら
と
話
し
合
い
を
持
つ
。
そ
の
場
で

超
能
力
者
橘
京
子
は
「
あ
た
し
た
ち
は
涼
宮
ハ
ル
ヒ
さ
ん
で
は
な
く
、

こ
の
佐
々
木
さ
ん
こ
そ
が
本
当
の
神
的
存
在
な
の
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」
（
同
一
八
六
頁
）
と
宣
言
し
、
佐
々
木
が
ハ
ル
ヒ
と
同
様
に
世
界

を
改
変
す
る
能
力
を
持
つ
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。 

 

β
の
物
語
世
界
で
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
団
の
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
と
、
佐
々

木
た
ち
の
そ
れ
と
が
交
錯
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
先
ほ
ど

の
話
し
合
い
で
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
団
と
異
な
り
、
佐
々
木
た
ち
は
良
好
な
人

間
関
係
を
構
築
し
て
い
な
い
こ
と
も
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、

佐
々
木
た
ち
と
ハ
ル
ヒ
た
ち
と
は
、
「
成
長
」
の
前
と
後
と
し
て
対
比

し
う
る
。 

 
こ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
「
ハ
ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ
に
即
し
て
『
分
裂
』
お

よ
び
『
驚
愕
』
の
物
語
世
界
の
動
態
を
述
べ
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
「
ハ

ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ
の
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
に
基
づ
く
α
に
対
し
、
Ｓ
Ｆ



の
ジ
ャ
ン
ル
的
要
素
の

想
像
力
を
新
た
に
配
分

し
た
β
が
出
現
し
、
両
者

を
あ
わ
せ
た
何
ら
か
の

解
決
が
与
え
ら
れ
て
、

「
α
・
β
」
と
い
う
新
た

な
物
語
世
界
が
構
築
さ

れ
る
と
い
う
見
通
し
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
表
象
の
意
味
づ
け
を

決
定
す
る
こ
と
と
、
事
態

は
大
き
く
異
な
っ
て
い

る
。『
分
裂
』『
驚
愕
』
で

は
、
α
、
β
の
物
語
世
界

ぞ
れ
ぞ
れ
で
、
登
場
人
物

が
同
じ
時
間
に
全
く
違
う
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
実
際
、
『
驚
愕
』
後

編
で
は
、
最
終
的
に
「
α
・
β
」
と
呼
ぶ
べ
き
新
た
な
物
語
世
界
が
出

現
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
キ
ョ
ン
は
、
α
、
β
を
複
数
的
に
生
き

た
登
場
人
物
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
図
４
）。 

 

 

週
明
け
、
世
界
は
平
穏
を
取
り
戻
し
て
い
た
。 

 

長
門
は
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
回
復
し
、
学
校
に
来
て

い
る
。
実
際
、
長
門
が
熱
で
伏
せ
っ
て
い
た
記
憶
と
、
団
員
試
験

の
間
で
も
部
室
で
黙
々
と
本
を
読
ん
で
い
た
記
憶
が
混
在
し
て

い
る
わ
け
だ
が
、
い
く
ら
考
え
て
も
そ
の
二
つ
が
ま
っ
た
く
矛
盾

し
な
い
と
い
う
奇
怪
な
感
覚
は
俺
の
中
で
今
も
続
い
て
い
る
。 

 

俺
に
と
っ
て
、
二
つ
の
歴
史
は
現
実
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

ど
ち
ら
が
真
実
で
ど
ち
ら
が
虚
偽
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
ん
だ
。

ど
っ
ち
も
同
じ
時
間
で
、
本
当
に
あ
っ
た
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

（
『
驚
愕
』
後
編
、
二
二
三
頁
） 

  

α
・
β
の
成
立
と
い
う
『
驚
愕
』
の
物
語
世
界
の
動
態
と
『
憂
鬱
』

『
溜
息
』
の
物
語
世
界
の
動
態
と
の
一
致
は
、
「
ハ
ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ

が
こ
の
物
語
世
界
の
複
数
化
の
傾
向
を
当
初
か
ら
胚
胎
し
て
い
た
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
「
ハ
ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ
の
固
有

性
の
中
心
は
、
そ
の
構
築
さ
れ
た
物
語
世
界
あ
る
い
は
ジ
ャ
ン
ル
的
想

像
力
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
表
象
と
ジ
ャ
ン
ル

的
想
像
力
と
の
換
喩
的
関
係
を
顕
在
化
さ
せ
、
物
語
世
界
の
動
態
そ
の

も
の
を
物
語
の
展
開
に
含
む
こ
と
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、「
ハ

ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ
の
固
有
性
は
、
物
語
世
界
の
静
態
的
な
構
築
に
あ
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
動
態
に
あ
る
の
で
あ
る
。 

 

『
驚
愕
』
後
編
で
は
横
軸
を
時
間
軸
と
す
る
分
岐
図
が
描
か
れ
て
い

る
が
（
二
四
三
―
二
四
五
頁
）
、
本
稿
の
立
場
か
ら
見
て
、
こ
れ
は
有

効
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
物
語
世
界
の
選
択
が
な
さ
れ
て
か
ら
遡
及
し

て
時
間
軸
が
形
成
さ
れ
る
と
見
る
方
が
よ
い
。
α
と
β
が
別
個
の
物
語

「
成
長
」
と
「
恋
愛
」 

ミ
ス
テ
リ
（
謎―

解
決
） 

図 4 『分裂』『驚愕』の物語世界の構成 



世
界
と
し
て
存
在
し
、
そ
の
後
統
合
す
る
と
い
う
の
が
作
品
中
の
古
泉

の
説
明
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
α
・
β
と
い
う
一
個
の
物
語
世

界
で
あ
り
、
α
、
β
そ
れ
ぞ
れ
は
も
は
や
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。 

 

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
α
・
β
と
い
う
物
語
世
界
の
複
数
性
を

キ
ョ
ン
が
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
物
語
世
界
の

「
変
容
」
「
保
持
」
と
は
異
な
り
、
キ
ョ
ン
は
「
謎
―
解
決
」
の
後
に

も
、
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
物
語
世
界
を
、
「
本
当
に
あ
っ
た
」
現
実
世

界
と
し
て
認
識
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
従
来
と
は
大
き
く
異
な
る
物
語

世
界
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

と
い
う
の
も
、
「
ハ
ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ
は
学
園
も
の
の
ジ
ャ
ン
ル
的

想
像
力
を
基
盤
と
し
て
お
り
、
学
園
も
の
は
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
生

活
世
界
と
近
接
し
て
い
る
。
私
た
ち
に
は
、
同
じ
時
間
に
全
く
異
な
る

行
動
を
と
る
こ
と
、
つ
ま
り
同
時
に
二
つ
の
世
界
を
生
き
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
キ
ョ
ン
が
逢
着
し
た
物
語
世
界
α
・
β
は
、

学
園
も
の
を
基
盤
と
し
つ
つ
も
私
た
ち
の
生
活
世
界
の
合
理
性
が
及

ば
な
い
よ
う
な
「
奇
怪
な
」
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
に
基
づ
く
も
の
と
な

る
。
こ
の
と
き
、
生
活
世
界
か
ら
の
類
推
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
「
ハ

ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ
で
働
い
て
き
た
合
理
性
の
原
理
は
退
け
ら
れ
、
可
能

世
界
論
的
な
Ｓ
Ｆ
が
前
景
化
し
て
い
る
と
い
え
る
の
だ
が
、
そ
の
解
決

は
既
に
見
た
と
お
り
、
矛
盾
す
る
同
時
存
在
の
記
憶
を
保
持
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
は
、
換
喩
的
表
象
と
同
様
に
、
物
語
世
界
も
ま
た
操
作
可
能
な

体
系
に
属
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
「
ハ

ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
的
想

像
力
を
換
喩
的
に
表
象
す
る
点
に
お
い
て
記
号
と
い
え
る
が
、
物
語
世

界
も
ま
た
操
作
可
能
で
あ
る
点
に
お
い
て
記
号
的
な
存
在
と
い
え
る
。

私
た
ち
は
自
ら
の
生
活
世
界
と
同
様
に
、
物
語
世
界
も
ま
た
登
場
人
物

に
と
っ
て
の
生
活
世
界
で
あ
る
と
類
推
す
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
よ
う
な

合
理
性
の
原
理
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。『
驚
愕
』

は
、
「
ハ
ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ
の
固
有
性
と
し
て
の
物
語
世
界
の
動
態
を

踏
ま
え
、
さ
ら
に
そ
れ
を
矛
盾
し
た
ま
ま
成
立
さ
せ
る
と
い
う
記
号
的

操
作
が
可
能
な
も
の
と
し
て
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

お
わ
り
に 

  

メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
物
語
を
捉
え
る
と
き
、
従
来
は
世
界
観
が
あ

り
、
そ
の
な
か
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
行
動
す
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。

背
景
と
し
て
の
世
界
観
は
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
を
統
御
す
る
装
置
と

し
て
重
要
で
あ
る
も
の
の
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
／
世
界
観
／
エ
ピ
ソ
ー
ド

相
互
の
関
係
は
階
層
秩
序
と
し
て
規
定
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
む
し
ろ

着
目
さ
れ
た
の
は
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
存
立
条
件
で
あ
っ
た
。
世
界
観
モ
デ
ル
は
、
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク

ス
全
体
を
静
止
し
た
も
の
と
し
て
、
外
側
か
ら
大
き
く
眺
め
る
も
の
だ

っ
た
と
言
え
る
。 

 

本
稿
で
は
、
そ
の
世
界
観
を
物
語
世
界
と
し
て
と
ら
え
、
ジ
ャ
ン
ル

的
想
像
力
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
換
喩
的
関
係
を
軸
と
し
て
、
個
別
の
エ



ピ
ソ
ー
ド
に
お
け
る
物
語
世
界
の
動
態
を
分
析
し
、
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク

ス
に
お
け
る
個
別
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
世
界
観
な
ど
の
三
幅
対
概
念
の

単
な
る
シ
ミ
ュ
ラ
ー
ク
ル
に
留
ま
ら
ず
、
逆
に
そ
れ
ら
を
書
き
換
え
る

可
能
性
を
示
唆
し
た
（
図
５
）
。
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
は
、

個
別
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
ジ
ャ
ン
ル
的
想
像
力
に
着

目
し
な
が
ら
分
析
す
る
こ
と
で
、
表
象
／
物
語
世
界
／
ジ
ャ
ン
ル
と
い

う
階
層
の
相
互
関
係
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
そ
し
て
、

ジ
ャ
ン
ル
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
お
け
る
文
化
要
素
相
互
の
関
係
、
つ
ま
り
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
コ
ン

テ
ク
ス
ト
あ
る
い
は
歴
史
を
、
作
品
論
と
組
み
合
わ
せ
る
可
能
性
が
生

じ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。 

 
こ
の
よ
う
に
、
本
稿
で
採

用
し
た
「
物
語
世
界
モ
デ
ル
」

は
、
作
品
に
対
し
て
微
視
的

動
態
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

こ
と
で
、
作
品
を
よ
り
詳
細

に
分
析
す
る
と
同
時
に
、
単

に
要
素
の
集
積
と
し
て
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
な
く
、
要

素
相
互
間
の
関
連
性
を
踏
ま

え
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
へ
と
作

品
を
開
く
も
の
で
あ
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
本
稿
で
積
み

残
し
た
問
題
は
数
多
く
、
「
ハ
ル
ヒ
」
シ
リ
ー
ズ
を
作
品
外
の
コ
ン
テ

ク
ス
ト
と
十
分
に
関
連
づ
け
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
加
え
て
、
ジ
ャ

ン
ル
的
想
像
力
は
必
然
的
に
作
品
の
置
か
れ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
や
受

容
の
問
題
を
引
き
込
む
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
こ
れ
ら
メ
デ
ィ
ア

ミ
ッ
ク
ス
作
品
で
は
「
二
次
創
作
」
と
呼
ば
れ
る
、
フ
ァ
ン
に
よ
る
既

存
の
世
界
観
に
基
づ
い
た
新
た
な
作
品
の
創
出
が
見
ら
れ
る
。
あ
る
い

は
、
作
品
の
舞
台
と
な
っ
た
地
域
を
実
際
に
訪
問
す
る
「
聖
地
巡
礼
」

と
い
う
観
光
行
動
も
行
わ
れ
て
い
る
。
作
品
を
と
り
ま
く
文
脈
と
受
容

の
あ
り
方
と
は
別
に
、
理
論
面
の
探
究
、
た
と
え
ば
文
学
研
究
に
お
け

る
認
知
物
語
論
な
ど
物
語
理
論
の
成
果
と
も
関
連
づ
け
て
ゆ
く
必
要

が
あ
る
で
あ
ろ
う

三

。
こ
れ
ら
多
く
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
改

め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。 

 

参
照
・
引
用
文
献 

 

谷
川
流
（
す
べ
て
角
川
ス
ニ
ー
カ
ー
文
庫
、
角
川
書
店
） 

『
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
憂
鬱
』
二
〇
〇
三
・
六
（
長
編
） 

『
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
溜
息
』
二
〇
〇
三
・
一
〇
（
長
編
） 

『
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
退
屈
』
二
〇
〇
四
・
一
（
短
編
集
） 

『
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
消
失
』
二
〇
〇
四
・
八
（
長
編
） 

『
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
暴
走
』
二
〇
〇
四
・
一
〇
（
短
編
集
） 

『
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
動
揺
』
二
〇
〇
五
・
四
（
短
編
集
） 

『
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
陰
謀
』
二
〇
〇
五
・
九
（
長
編
） 

『
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
憤
慨
』
二
〇
〇
六
・
五
（
短
編
集
） 

•文化のグローバルデータベース

•「ジャンル」も文化要素の一類型

•物語世界

•ジャンル的想像力・合理性の原理

•個別のエピソード

•キャラクター＝換喩的表象

図 5 物語世界モデル



『
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
分
裂
』
二
〇
〇
七
・
四
（
長
編
） 

『
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
驚
愕
』
前
後
編
、
と
も
に
二
〇
一
一
・
五
（
長
編
） 

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
憂
鬱
」（
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
、
石
原

立
也
監
督
） 

第
一
期 
二
〇
〇
六
・
四
―
七
、
全
一
四
話 

第
二
期 

二
〇
〇
九
・
四
―
一
〇
、
全
二
八
話
（
第
一
期
再
放
送
含
む
） 

 

東
浩
紀
『
動
物
化
す
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
』
講
談
社
、
二
〇
〇
一 

東
浩
紀
『
ゲ
ー
ム
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
誕
生
』
講
談
社
、
二
〇
〇
七 

池
田
純
一
「
情
報
統
合
思
念
体
の
驚
愕
」
、
『
ユ
リ
イ
カ
』
二
〇
一
一
・
七
臨
時

増
刊
号
（
第
四
三
巻
第
七
号
）
、
二
〇
一
一
・
六 

井
上
優
「
可
能
世
界
を
読
み
渡
る
こ
と
」
、
西
田
谷
洋
・
浜
田
秀
編
『
認
知
物
語

論
の
臨
界
領
域
』
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
一
二 

大
石
和
久
「
北
海
道
と
映
画
」
、
『
開
発
論
集
』
北
海
学
園
大
学
開
発
研
究
所
、

第
七
五
号
、
二
〇
〇
五
・
三 

大
塚
英
志
『
定
本
物
語
消
費
論
』
角
川
書
店
、
二
〇
〇
一 

大
塚
英
志
『
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
小
説
の
作
り
方
』
講
談
社
、
二
〇
〇
三 

コ
ン
プ
テ
ィ
ー
ク
編
『
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
公
式
』
角
川
書
店
、
二
〇
〇
六 

西
田
谷
洋
『
認
知
物
語
論
と
は
何
か
？
』
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
〇
六 

三
原
龍
太
郎
『
ハ
ル
ヒin

Ｕ
Ｓ
Ａ
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二
〇
一
〇 

諸
岡
卓
真
『
現
代
本
格
ミ
ス
テ
リ
の
研
究
』
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇 

ヤ
ー
コ
ブ
ソ
ン
、
ロ
ー
マ
ン
「
言
語
の
二
つ
の
面
と
失
語
症
の
二
つ
の
タ
イ
プ
」
、

同
『
一
般
言
語
学
』
み
す
ず
書
房
、
川
本
茂
雄
ほ
か
訳
、
一
九
七
三 

横
濱
雄
二
「
複
数
形
で
見
る
こ
と
」
、
加
藤
幹
郎
編
著
『
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
映

画
学
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
九
（
Ａ
） 

横
濱
雄
二
「
ぬ
け
だ
す
か
ら
だ
」
、
飯
田
祐
子
ほ
か
編
著
『
少
女
少
年
の
ポ
リ
テ

ィ
ク
ス
』
青
弓
社
、
二
〇
〇
九
（
Ｂ
） 

横
濱
雄
二
「
二
つ
の
物
語
世
界
の
相
克
」
、
押
野
武
志
・
諸
岡
卓
真
編
著
『
偏
光

す
る
日
本
探
偵
小
説
』
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
（
刊
行
予
定
） 

ラ
イ
ア
ン
、
マ
リ
ー
＝
ロ
ー
ル
（
岩
松
正
洋
訳
）『
可
能
世
界
・
人
工
知
能
・
物

語
理
論
』
水
声
社
、
二
〇
〇
六 

 

※ 

本
稿
は
日
本
近
代
文
学
会
二
〇
一
〇
年
度
秋
季
大
会
（
二
〇
一
〇
・
一
〇
・

二
四
、
三
重
大
学
）
の
パ
ネ
ル
「
ゼ
ロ
年
代
と
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
荒
野

―
固
有
名
の
彼
方
へ
」
（
司
会
一
柳
廣
孝
、
発
表
飯
倉
義
之
、
横
濱
雄
二
、

大
橋
崇
行
、
水
川
敬
章
）
に
お
け
る
発
表
「
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
と
ら
え

方

―
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
ジ
ャ
ン
ル
を
視
座
に
」
に
基
づ
い
て
い
る
。 

                                         

        

 

一

大
石
は
提
喩
を
換
喩
に
含
め
た
う
え
で
、
映
画
に
お
け
る
換
喩
に
つ
い
て
ヤ
ー

コ
ブ
ソ
ン
の
議
論
を
検
討
し
て
い
る
（
ヤ
ー
コ
ブ
ソ
ン
一
九
七
三
参
照
）
。 

二

こ
こ
で
三
原
の
文
化
要
素
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
想
起
で
き
る
だ
ろ
う
。
ラ
イ
ト

ノ
ベ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
作
品
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
、
サ
ブ
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
、
先
行
す
る
諸
作
品
を
参
照
し
つ
つ
、
そ
れ
ら

諸
ジ
ャ
ン
ル
を
生
成
あ
る
い
は
変
化
さ
せ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

三

た
と
え
ば
井
上
優
二
〇
一
二
、
西
田
谷
洋
二
〇
〇
六
の
第
Ⅲ
部
な
ど
。 


